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第4節 算数@数学

1“ 教科書利用の現状

(1)参考資料の罷用

小a中・高の教師が， 授業準備のために資料を

どのくらい参考にするかを知るために， 次のよう

な質問を行った。

[質問1 J 

①他社の教科著書
③文部省の指導奇襲

②教科書の教師用指導書
④教育委や教育雑誌

授業の準備の参考資料として肯定的回答( íよく

参考にするJと「ときどき参考にするjの和)が， 小

中高で多い11慣にあげると， 二番目までは小中高同

じで，

② 教科書の指導書 ( 小88%， 中61%， 高34%)

④ 教育書@雑誌 ( 小5 7%， 中42%， 高27%)

であり， 三番目は， 小学校と中高校で異なり，

③ 文部省の指導書 ( 小27%， 中17%， 高 6%)

① 他社の教科書 ( 小10%， 中26%， 高26%)

となっている。

授業の準備において参考にされる資料は， 小中

高校いずれにおいても， 教科書の教師用指導書が

一番多く， 教育書等も参考にされている。 しかし

ながら， それに続いて多いのは， 小学校では文部

省指導書であり， 中高校では他社の教科書である。

(2) 教材園教具の利用

1)教師の利用の実態

小 ・中・高の教師が， 教材a教具をどのくらい利

用するかを知るために， 次のような質問を行った。

[質問3J

①教科書 ②問題集 ③コンピュータ

④電卓 ⑤OHP ⑥立体模型などの演示用の模型
⑦自作のプヲント教材 ③市販のテスト 教材

⑨百科事典

図II-1-4-1は， それぞれの各間いに対する肯定

的回答 ( íよく使うjと「ときどき使う」の和)
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の様子を示したものである。

利用する教材・教具として肯定的国答が， 小中

高いずれにおいても一番多いのは，

① 教科書 (小92%， 中93%， 高93%)

であり， 小中高すべてで， 5 0%以上のものは，

② 問題集 ( 小53%， 中5 7%， 高86%)

⑦ 自作プリント ( 小65%， 中78%， 高63%)

である。 また， 学校段階別で， 5 0%以上のものは，

小学校では， 市販プリント(73%)， 模型 (53%)で

あり， 中高にはなかった。

教材では， 教科書・問題集・自作プリントが広

く利用されており， 特に， 高校では教科書と開題

集の利用が小中に比べて高く， -jj， 学習を活性

化すると思われるコンピュータ， 電卓， OHP， 

百科事典は小中高においてあまり利用されていな

し、。

2)!思霊園生笹の考え

児童ー生徒が， 教科書以外のほかの教材を使っ

て欲しいかどうかを知るために， 次のような質問

を行った。 ただし， 小学生は質問が平易になって

いる。

く中・高校生> [質問2 J
⑥教科書以外の教材もいろいろ使って欲しい

これらの問いに対する肯定的回答( rその通りJ

と「大体その通り」の和) は，

肯定的 小74%， 中53%， 高52%

である。

児童・生徒の教科書以外の教材への要求は， 中・

高校生よりも小学生に多い。 これは， 中高校と上

がるに従い教材・教具を使わなくなる教師の現状

と並行している。

(3) 教科書捜部上の配慮

1)教師の配慮

小・中・高の教師が， 教科書を扱う際にどのよ

うことに配慮するかを知るために， 次のような質

問を行った。 図II-1-4-2 は， それぞれの各間いに



対する肯定的回答 ( 1必ずする」とfょくするJ

の和)の様子を示したものである。

[質問7J
①教科書の内容の通りに指導すること
②導入教材を工夫すること

③練習問題を多くやらせること
④扱う内容の瀬序安工夫すること
⑤説明の仕方を考えておくこと

教科書を扱う際にする配慮として肯定的回答が，

一番多いのは， 学校段階で異なり，

小学校 ②導入教材を工夫すること (76%)

中学校 @糠習問題を多くやらせること (77%)

高校 ⑤説明の仕方を考えておくこと (86%)

である。 このほか， 各学校段階で多いのは， 小学

校では， 説明の仕方， 練習問題， 中学校では， 説

明 の仕方， 高校では， 練習問題である。

小学校では， 導入問題を工夫することが特徴と

国立-1-4-1 教師(/)教材m教具の示j用の実態

圏11-1-4-2 教師の教科書世用上の配車

① ② ③ 
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なっており， 一方， 中高で、は， 説明をして練習問

題をさせるというパターンが多いようである。 な

お， 教科書の通りに指導するのは， (小44%， 中

43%， 高46%)と約半数である。

2)児童E生錠の考え

児童・生 徒が， 教科書を扱う際にどのようこと

に配癒して欲しいかを知るために， 次のような質

問を行った。 小学生は， 質問が平易になっている。

〈中・高校生> [質問2 J (小学生は①のみ)
①教科書の内容の通りに教えて欲しい

②節や章の初めには， 教科書にある課題を使って欲しい
③教科書にある練習問題以外の練習問題もやらせて欲しい
④教科書の順序通りに教えて欲しい
⑤説明には教科書にある例題や例を使って欲しい

教科書を扱うに際して欲しい配慮として肯定的

回答 ( rその通れと「大体その通り」の和) が

左:小学--ーーーーーー------中ー了 中学ーー手
ーー司4ー守ーーーーー右ー--，高校ーーーー

④ ⑤ 



多い順に上げると，

③ 教科書以外の練習問題も (中58%， 高60%)

⑤ 教科書にある例題を (中57%， 高59%)

④ 教科書の順序通りに (中49%， 高51%)

② 導入には教科書の課題を (中46%， 高48%)

① 教科書の内容通りに(小42%， 中47%， 高40%)

となっている。 いずれも， 約半数の小中高生が肯

定的である。 教科書通りというのは， 教師も児童・

生 徒も， いずれも約半数である。

(4) 教科醤の利用法

小 ・中・高の教師が， 教科書をどのようなとき

に利用しているかを知るために， 次のような質問

を行った。 図II -1-4-3 は， それぞれの各聞いに対

する肯定的回答 ( I必ず使うjと「よく使う」の

和) の様子を示したものである。

函II-1-4-3 教師の教科書の利用法

[質問5J
①単元の導入をすると き
②計算手順や説明の仕方を例で説明すると き
③法則や性質を発見させると き
④法則や性質をまと めさせると き
⑤知識・技能を身につけさせると き
⑥問題をさらに発展させると き
⑦予習をさせると き
③復習をさせると き

教科書の利用法として肯定的閤答が， 小中高い

ずれもで50%以上のものは，

⑧ 復習をさせる (小68%， 中75%， 高79%)

⑤ 知識・技能を身に(小67%， 中63%， 高69%)

④ 法則等をまとめる(小6 1%， 中58%， 高印私)

となっている。 さらに， 高校では， 単元の導入，

例で説明， 予習が50%を越えている。 一方， 小中

高ともいずれもで肯定的回答が50%未満のものは，

80r一 一一一一一 ー一一一一一一一ー一一一一一一一一一守一ーー左÷小学一一一

70トー一一

国立-1-4-4 教師の教科書憧用上の指示

① ② ③ 

7 5  -

④ 

中:中学---ïi-:-嵩麗一一 一一

ーー左ー�-1ド学ーーーー
中:中学ー守ー一ーーー一一ーーー岩ー:高校----

⑤ ⑥ 



③ 法則等を発展させる(小19%，中22%，高47%)

@ 問題を発展させる ( 小47%，中46%，高45%)

である。 次の項目は， 小中高と学校段階が上がる

に従い肯定的回答が徐々に増えていく。

⑦ 予習をさせる ( 小23%， 中42%， 高69%)

小中高とも， 教科書は知識・技能の習得の場面

で利用されているが， 発見・発展の場面では利用

されていない。 なお， 高校は， 小中校に比べると，

教科書に依存する傾向が強い。

(5) 教科書世用上の指示

1)教師の指示

小 ・中・高の教師が， 教科書を使用するときに

どのような指示をするかを知るために， 次のよう

な質問を行った。 間耳一1-4-4は， それぞれの各関

いに対する肯定的回答( í必ずする」と「ょくす

る」の和) の様子を示したものである。

[質問6J
①読んで聞かせる
③声を出して読ませる
⑤答えを記入させる

②黙って潤かせる
③大事な所に線を引かせる
⑥机の中にしまわせる

教科書を使用するときにする指示として肯定的

田答が， 小中高とも一番多いのは，

④ 大事な所に親(小58%， 中41%， 高32%)

である。 小学校では， 声を出して読ませる， 読ん

で聞かせるなど， すべての項目が10%を越えてい

るが， 中高で10%以上なのは， 読んで聞かせるだ

けである。 授業中の教科書の使い方の指示とし

ては， 大事な所に掠を引かせるということが一番

多い。 教科書は， 小学校では， いろいろな使い方

がなされているが， 中高校では， ほとんど指示が

ない。

Z)児童a生誌の考え

児童・生徒が， 教科書を使用するときにどのよ

うな指示をして欲しいかを知るために， 次のよう

な質問を行った。 ただし， 小学生は質陪が平易に

なっている。

- 76 -

〈中・高校生> [質問2 J
⑦授業中， 教科書を声を出して読ませて欲しい
⑧教科書に書かれている大切なと ころには線を引くように

掲示して欲しい

⑨教科書に答えを記入させて欲しい
⑩授業中， 教科書は使わないで欲しい

教科書を使うときに期待する指示に対する肯定

的回答 ( íその通りJと「大体その通りJの和)

は， 小中高生で同様な傾向を示しており，

大切な所には線を (小68払， 中65%， 高47%)

が各学校段階で一番多く， それに続いて， 答えを

記入させて， 声を出して読ませて， 教科書は使わ

ないで， の)1債になっている。

小中高生とも， 大切な所に線を引くということ

を一番望んでいるが， 小中高と学校段階が上がる

に従い， 教科書の使用法の指示への期待は減少す

る。 教師も児童a生徒も大切な所に線を引くとい

う指示には肯定的であるが， 学校段階が上がるに

従い， 教師は指示を出さなくなり， 児童・生徒は

教師の指示を期待しなくなる。

(6) 教科書萌究の現状

小@中・高の教師が， 教科書のあり方， 使い方，

記述の適否等に関する研究をどこでどの程度行っ

てきたかを知るために， 次のような質問を行った。

[質問4J
①大学の算数・数学科教育法の講義・演習において
②勤務校において
③勤務校外の研究会において

教科書研究の現状としての肯定的回答 ( íよく

行った」と「ときどき行った」の和)は， 小中高

とも向じ傾向で， 多い)1慣に挙げると，

② 勤務校 (小45%， 中54%， 高59%)

① 大学の講義・演習(小2 8%， 中22%， 高17%)

③ 勤務校外の研究会(小19%， 中19%， 高16%)

である。

教科書研究は， 勤務校でなされることが一番多

いが， それでも半数位であり， 大学の教科教育法

での講義等でなされた経験は30%にも満たない。



2. 掻業観と教科書

(1)罷業観

1)教師の援業観

小。中@高の教師が， 算数@ 数学科の授業とは

どのような場であると考えているかを知るために，

次のような質問を行った。 図]J-1-4-5 は， それぞ

れの各聞いに対する肯定的回答( rその通りJ と

「だいたいその通り」の和) の様子を示したもの

である。

[質問14J
①数学の理論を習得していく場である

②自己実現を留っていく場である

③社会生活に必要な知識・技能そ身につけていく場である

④人間同士の話し合いや議論の仕方を身につけていく場で

ある

⑤自分なりの数学を作っていく場である

⑥数学における創造の価値を理解していく場である

⑦数学の考え方のよさを理解していく場である

③粘り強さなどの生活習慣安身につけていく場である

⑨論理的な考え方そ身につけていく場である

図II-1-4-5 教師の接業観

⑬将来のための基礎・基本と なる数学的能力を身につけて

いく湯である

⑬上級学校の入学試験の準備をする場である

算数 ・数学科の授業観として肯定的回答が， 小

中高とも90%以上の項目は，

⑨ 論理的な考え方 ( 小92%， 中94%， 高92%)

⑦ 数学の考え方のよさ(小90%， 中94%， 高92%)

である。 さらに， 小中高とも10%以上の項目は，

⑮ 将来の基礎@基本 (小79%， 中84%， 高78%)

である。 さらに， 各学校段階別で70%を越えてい

るのは， 小学校では， 社会生活 (75 %)， 中学校

では， 数学の理論 ( 84%)， 高校では， 数学の理

論 (79%)である。 一方， 肯定的回答が40%未満

の項目は， 小中高いずれでも，

④ 話し合いの仕方 ( 小3 8%， 中33'Jも， 高25 %)

であり， このほか， 40%未満の項目は， 各学校段

階別では， 小学校で， 入学試験の準備， 中学校で
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は， 生活習慣， 入学試験の準備， 高校では， 自己

実現， 生活習慣， 自分の数学， 社会生活である。

算数・数学科の授業観としては， 小中高とも，

論理的な考え方， 数学の考え方のよさ， 将来の基

礎・基本に関することが広まっている。 このほか，

小学校では社会生活に必要な知識・技能， 中高で

は数学の理論や創造の価値に向けられている。 と

ころが， 自分なりの数学を作ることや自己実現を

図ることは， 小中高と学校段階が上がるに従い減

少している。

授業観として広まっていないのは， 小中高を通

して， 話し合いの仕方に関することであり， これ

は， 最近のコミュニケーション能力の重視とは反

対の傾向である。 なお， 小中で， 入学試験の準備，

中高で、， 生活習慣を身につけることも広まってい

ない。

2)児童思生笹の考え

小中高生が， 算数・数学科の授業とはどのよう

な場であると考えているかを知るために， 教師と

向様な質問を行ったが， ただし， 質問は平易にな

っており， 小学生には②⑧の2聞は行っていない。

図II -1-4-6は， それぞれの各間いに対する肯定的

回答( rその通り」と「だいたいその通りjの和)

の様子を示したものである。

算数・数学科の授業観として肯定的回答で， 小

中高生すべてで80%以上になる項目はない。 各学

校段措で， 80%以上の項目は， 小学生で，

将来の基礎@基本 ( 82%)

だけである。 これらのほかに各学校段階別で10%

を越えているのは， 小学生では， 新しいこと， 算

数の考え方， 中学校へ行く， 中学生では， 将来の

基礎・基本， 高校生では， 入学試験の準備である。

一方， 40%未満の項目は， 小中高生すべてで，

話し合いの仕方 (小37%， 中24%， 高9%)

であり， このほか， 40%未満のものは， 小学生に

はなく， 次のような考えが中高生だけにはある。

自分らしさを作る場， 自分なりの数学を作る場，

創造する価値をとらえる場。 さらに， 高校生では，
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生活習慣を身に付ける場もある。

児童・生徒の算数・数学科の授業観としては，

小中高生とも， 将来のための基礎・基本， 入学試

験の準備， 社会生活に必要な数学的知識・技能に

関することが挙げられている。 一方， 自分らしさ

を作る， 創造することの価値をとらえるの2つは，

小中高と学校段階が上がるに従い少なくなり， 話

し合いの仕方を身につける場は小中高とも少ない。

教師は， 論理的な考え方や数学的な考え方を養う

などの数学園有の価値を強調しているが， 児童・

生徒は， 社会生活の必要性などの実用的な価値を

挙げている。 一方， 両者とも， 話し合いの仕方な

どのコミュニケーション能力は軽視しており， 自

己実現や創造性は学校段階が上がるに従い軽視し

ていく。

(2)罷業に対するfたとえj

1)教師のfたとえ』

小・中・高の教師が， 算数・数学科の授業をど

のように「たとえJ るかを知るために， 次のよう

な質問を行った。

[質問13J
①筋書きのないドラマのようなもの
②整然と した行進のようなもの
③おもしろい推理小説のようなもの

④建物の土台のようなもの

⑤お祭りの御神輿のようなもの
⑥いろいろな形が作れる粘土のようなもの
⑦上へあがっていく階段のようなもの
③わき出る泉のようなもの
⑨芸術鑑賞のようなもの

算数@数学科の授業の「たとえJ として肯定的

回答( Iその通りJ と「だいたいその通り」の和)

が， 小中高すべてで60%以上の項目は，

⑦ 上がっていく階段(小13%， 中76%， 高67%)

④ 建物の土台 (小64%， 中64%， 高66%)

である。 さらに， それぞれの学校段階で割合の高

い}I聞に3つ挙げると， 小中高校で、同じ傾向で， 推

理小説(小68%， 中61%， 高52%)， 粘土( 小53 払，

中45 %， 高46%)， 泉( 小39%， 中42%， 高33%)

となっている。 一方， おみこし， 芸術鑑賞， 筋書



きのないドラマは， 小中高とも低い。

算数・数学科の授業は， 上へあがっていく階段

や建物の土台のように下から積み上げていくもの

ではあるが， 推理小説のような謎解きも含まれて

いる。 しかし， おみこしのように皆が参加して楽

しさを作り出していくというものでもないようで

ある。

2)児童鋼生笹の『たとえ」

小中高生が， 算数・数学科の授業をどのように

「たとえ」 るかを知るために， 教師と同様な質問

を行ったが， ただし， 質問は平易になっており，

小中学生には⑨は行っていない。

算数・数学科の授業の「たとえJとして肯定的

回答( Iその通りjと「だいたいその通りjの和)

が， 小中高生すべてで60私以上の項目はなく， 5 0  

%以上の項目は，

上がっていく階段 ( 小65%， 中60%， 高5 6%)

だけである。 それぞれの学校段階で肯定的回答が

多い}I固に3つ挙げると， 小学生では， 推理小説，

行進， 泉 ， 中学生では， 粘土 ， 土台， 推理小説，

高校生では， 行進， 土台， 粘土となっている。 一

方， おみこしは， 小中高とも低く， 推理小説や芸

術鑑賞は小中高と学校段階が上がるに従い低くな

る。

小中高生にとっては， 算数・数学科の授業は，

階段 のようであり， しかも， 高校生にとってはそ

れが行進のようでもある。 推理小説や芸術鑑賞と

いう情意的な側面は小中高と上がるに従い減って

いく。 教師は， 謎解きとたとえ， 児童・生徒は階

段 を上がっていくとたとえている。 芸術鑑賞への

たとえは， 小中高と上がるに従い， 教師は高くな

るが， 児童a生徒は低くなる。 上級学校段階では，

数学のよさを鑑賞しているのは， 教師だけなので

あろうか。

(3) 教科書のとらえ方

1)教師の考え

小・中・高の教師が， 教科書を一般的どのよう
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にとらえているかを知るために， 次のような質開

を行った。 国立一1-4-7 は， それぞれの各間いに対

する肯定的回答( Iその通りJ と「だいたいその

通りJ の和) の様子を示したものである。

[質問8J
①大切にしなければならない
②書かれていることはどれも正しいことである
③ないと児童・生徒は学習していくのに困る
④児童量・生徒が学習していくのに一番大事なものである

⑤児童・生徒が学習で使うものの一部である
⑥児童・生徒が使いやすいように書かれている
⑦児童・生徒が自分だけで学習していけるように書かれて

b、る
③ないと教師は授業をしていくのに因る
⑨教師が指導していくのに一番大事なものである
⑬教師が指導していくのに使うものの一部である
⑬教師が指導しやすいように書かれている
⑫使いこなすのは難しい

教科書のとらえ方として肯定的回答が， 小中高

すべてで80%以上の項目は，

⑥ 学習方法の一部( 小87%， 中86%， 高84%)

⑮ 指導方法の一部( 小85 %， 中84%， 高85%)

① 大切にする (小83%， 中83%， 高86%)

である。 さらに， それぞれの学校段階別で80%以

上の項目は， 中学校で， 書かれていることは正 し

い (84払)がある。 肯定的回答が， 小中高すべて

で40%未満の項目は，

① 使いこなしがたい( 小2 0%， 中2 0%， 高16%)

@ 指導で一番大事 (小33%， 中26%， 高39%)

⑦ 自分で学習できる(小31%， 中29%， 高31%)

である。 さらに， それぞれの学校段階別で40%未

満の項目は， 中学校で， ないと授業をしていくの

に因る， 中高校で， 指導しやすくなっているがあ

る。 学校段階が上がるに従い肯定的回答が多くな

るのは，

③ 学習に困る ( 小5 0%， 中66%， 高72%)

④ 学習で一番大事( 小43%， 中53%， 高70%)

である。

教科書への信頼感は， 小中高の教師とも高く，

教科書は教師にとってより児童・生徒にとって使

いやすし学習に際しての児童・生徒の依存度は

学校段階が上るに従い高まると考えられている。



2)児童園 生桂の考え

小中高生が， 教科書を一般的どのようにとらえ

ているかを知るために， 教師と同様な質問を行っ

たが， ただし， 質問は平易になっており， 小学生

には0)， ②， ③， @， ⑦を， 中高生には①， ②，

③， @， ⑦， ⑮を行った。 国II -1-4-8 は， それぞ

れの各聞いに対する肯定的回答( rその通りJ と

「だいたいその通り」 の和) の様子を示したもの

である。

教科書のとらえ方として肯定的田答が， 小中高

生すべてで80%以上の項目は，

教科書は大切なもの ( 小89%， 中86%， 高86払)

である。 なお，

教科書は使いやすい(小67%， 中40ラ�， 高33%)

教科書は自学可能 (小48%， 中30%， 高24%)

と， 小中高と上がるに従い， 教科書は使いにくい

と感じるのが高くなる。

圏直-1-4-7 教師の教科書のとらえ方

小中高生は， 教科書は大切であると思っている

が， 小中高と上がるに従い， 使いにくいと感じて

いるようである。 教師も児童・生徒も， 教科書の

大切さを十分認識しているが， 児童省生徒にとっ

ては使いやすさについての改良の余地が大きいよ

うである。

3削 教科書に対する評価

(1)内容別分量に関する評価

小@中・高の教師が， 現在使っている算数・数

学科の教科書のそれぞれの内容の分量についてど

う思っているかを知るために， 次のような質問を

行った。

[質問9J
①説明文
④練習問題

②問 ③例題(例)
⑤数学的な読み物 ⑥イラスト ・写真

:r:�二十二二二際:J\J::::::JJ:::::;;;::::::::::::::::::擁立::i:15::
70← 
601-
日ト
40← 
30← 
20← 
10い
。 ① ② ③ @ ⑤ 

盟TI-1-4-8 !児童岨 生錠の教科書のとらえ方

⑥ ⑦ ③ ⑨ ⑮ ⑪ 

一ゅ了不学ぶ釘質問問一一 一一一宮冷翠
ーーー‘右了語投生
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算数・数学科の教科書の内容の分量として「適

切」が， 小中高いずれにおいても80%以上の項目

はなく， 各学校段階で80%以上の項目は， 小学校

では， 問， イラスト ・写真， 説明文， 中学校では，

例題であり， 高校にはなかった。 分量が多いとい

う回答が， 10%を越えたのは， 高校の， 説明文だ

けである。 分量が少ない ( íちょっと少ないJと

「少なすぎるjの和)が， 小中高いずれもで40%

以上の項目は，

⑤ 読み物 ( 少ない 小65 %， 中60%， 高78%)

④ 練習問題( 少ない 小43 払， 中45 %， 高48%)

であり， さらに「少ない」が2 0%以上の内容を学

校段階別に挙げてみると， 小学校にはなく， 中学

校で， イラスト・写真， 間， 高校では， イラスト @

写真， 開， 説明文， 例題となっており， 高校では，

すべての内容が挙げられている。

内容の分量に対する満足度は， 小中高と学校段

階に上がるに従い， 下がっている。 小中高いずれ

もで量が少ないとされたのは， イラスト @写真，

読み物であり， この傾向は小中高と上がればあが

るlまど強くなる。 さらに， 中高で、は， 聞や練習問

題についても少ないという評価がなされている。

(2) 実物教科書の評髄

算数・数学科の教科書のモデル@ページの評価

を通して， 教師や生徒がどのように教科書を評価

しているのかを調べようとした。 モデル@ページ

は， ある主題について， í考え方 知識J， í聞

い一説明J， í文字一イラスト ・絵@図表J， 

「理論一実際的場面」という4つの観点のもとで

1-----2頁で具体的に作られている。 ここでは， 紙

幅の都合上， その説明 と観点のみを挙げてある。

1)小学校教師による算数教科書の評髄

小学校の教師が， 算数教科書をどのように評価

するかを知るために， 次のような質問を行った。

なお， 主題は， í分数の導入場面Jである。
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[質問15J
A. 苦手jり算の場面から理論的に文章だけで分数の考え方を

説明する。 (考え方， 説明， 文字， 理論) B. 円や正方
形などの図形の面積の分割から分数の考え方を間いで考
えさせる。 (考え方， 間， 凶， 理論)

c. リボンの長さを分割すること から分数の考え方を説明

する。 (考え方， 説明， 図， 実際)
D. オリンピックの入場式と いう実際的な場面で星空車重

が3等分に分割されている絵から分数の考え方を説明す

る。 (考え方， 説明， 絵， 実際)

①数学における考え方に触れさせることができそうだ
②数学と 実生活と のかかわりを知らせること ができ そうだ
③考える学習をさせること ができそうだ
③読むだけで分からせること ができ そうだ

⑤楽しく学習させること ができ そうだ
⑥論理的な考え方を身につけさせること ができそうだ

それぞれの教科書についての各間いに対する肯

定的回答( íその通りjと「だいたいその通りj

の和) が多い)1慣に， 教科書を2つあげると，

② 実生活 ( リボン7 8%， 旗 59%) 

① 数学の考え方 ( リボン65%， 図形 41%) 

③ 考える学習 ( リボン5 6%， 囲形 5 4%) 

⑤ 楽しい学習 ( 旗 5 0%， リボン41%)

⑥ 論理的考え方 ( リボン47%， 図形 33%) 

④ 読んで分かる ( 旗 43%， リボン41%)

である。 使いたい教科書の第1位としては，

リボン41 払 図形31% 旗25 % 割り算3%

の顕である。 リボンが一番多い。

文章だけよりも， 図やイラストが入っている教

科書が評価されている。 そして， 場面が実際的で

あるうえで， 数学的な考え方が巧みに織り込まれ

ている方がより高く評価されている。 さらに， 問

いだけで学習を進めていくよりも， 説明 も入れて

学習を進めていく方が一層好まれている。

2)中学a高校教師による数学教科書の評価

中高校の教師が， 数学教科書をどのように評価

するかを知るために， 次のような質問を行った。

主題は， í正負の数の導入場面Jである。 なお，

これは， 中学校の指導内容なので， 高校の教師に

は仮に導入するとしたらという前提で答えてもら

った。 ①~⑥の間いは小学校と同じである。



[質問15J
A. 負の数の定義をすること から始め， 差や大小関係の知

識を理論約に文字だけで説明する。
(知識， 説明， 文字， 理論)

B. ノート と 鉛筆を買うと いう実際的な場面で， 負の数が

必要になる考え方を文字だけで説明する。 (考え方， 説
明， 文字， 実際)

c. 温度の上下から負の数の知識を間いを中心に進める。
その際， 温度計の図を添えている。

(知識， 問， 図， 実際)
D.毘産主亙盟へ行くと いうこと から， 負の数の考え方を

説明する。 その際， 温度計や数夜線の図を添えている。
(考え方， 説明， 図， 実際)

E. 温度計の留をもと に， ì温度の上下から負の数の知識を

塾盟する。 (知識， 説明， 凶， 実際)
F.夏杢の実際的な場面で豊富なイラスト で， 温度計をも

と に温度差から負の数の考え方を問いで考えさせる。
(考え方， 問， イラスト ， 実際)

それぞれの教科書についての各間いに対する肯

定的回答( 1その通りjと「だいたいその通り」

の和)が多い順に， 中高別に， 教科書を2つあげ

ると， 中学校では，

② 実生活 (温度開い 94 %， 夏冬 86%) 

⑤ 楽しい (夏冬 82%， 温度聞い 37%)

④ 分かる (夏冬 74 %， 温度開い 65%)

① 考え方 (温度東西 5 0%， 温度聞い4 8%)

③ 考える (温度問い4 8%， J-卜鉛筆 44 %) 

⑥ 論理的 (視度東西 39%， 負数定義 35%)

高校では，

② 実生活 (温度聞い 81%， 温度東西 74 %)

⑤ 楽しい (夏冬 64 %， 温度聞い4 6%)

④ 分かる (温度聞い 64 %， 夏冬 64 %) 

① 考え方 (温度東西 64 %， 温度間い 52%)

③ 考える (J-ト鉛筆 5 8%， 温度東西 5 0%)

⑥ 論理的 (温度東西 39%， 温度問い 32%)

次に， 第1位の結果をまとめると，

中学 夏冬 37覧温度東西22%温度説明2 0免

温度問い12%J-卜鉛筆 同負数定義国

高校 温度東西25覧温度説明2 0切夏冬 2 0見

温度聞いl附J-ト鉛筆 11先負数定義市

というJI国になっている。

中学校の教師は， 実際的な場面から数学的な考

え方や知識を説明 しているものを評価している。
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その中で， 特に， 豊富なイラスト で楽しく学習が

進められるものを一層評価している。

高校の教師は， 実際的な場面の有無やイラスト

や図の有無よりも， 数学的な考え方や知識が巧み

に織り込まれているものを評価している。

3)中学生・高校生による数学教科書の評価

中学生・高校生にも， 1正負の数の導入部分J

のモデル・ページを実際に評価してもらった。 な

お， 正負の数は， 中学校の内容なので， 高校生に

は仮に学習するとしたらという前提で答えてもら

った。 ①~⑥の間いは， 文章は易しくしてあるが

内容は教師と同じである。 しかし， モデル・ペー

ジは4種類に減らしである。

それぞれの教科書についての， 各間いに対する

肯定的回答が多いJI国に， 教科書を2つあげると，

中学生では，

① 考え方 (夏冬 4 9%， 温度開い4 2%)

② 実生活 (夏冬 59'1も， 温度聞い 34 %)

③ 考える (夏冬 5 5 %， 温度開い4 2%)

④ 分かる (夏冬 62%， 温度開い 32%)

⑤ 楽しい (夏冬 72%， 温度開い 24 %)

⑥ 論理的 (夏冬 39%， 負数定義 39%)

となっており， 高校生では，

① 考え方 (夏冬 34 %， 負数定義 32%)

② 実生活 (夏冬 66弘， /-ト鉛筆 4 7'1も)

③ 考える (夏冬 5 5 %， 温度開い 37%)

67%， 負数定義4 0%)④ 分かる (夏冬

⑤ 楽しい

⑥ 論理的

(夏冬 72%， 温度問い 25%)

(負数定義 33%， J-ト鉛筆 29%) 

次に， 第1位の結果をまとめると，

中学生 夏冬 70%負数定義14 %温度問い 9%

/-卜鉛筆 7% 

高校生 夏冬 5 7%負数定義24 % /叶鉛筆 11%

温度開い 9%

中高校生とも， 実際的な場面で豊富なイラスト

を使い数学的な考え方を考えさせている教科書を，

ほとんどの観点から高い評価をしている。

教師が実生活に基づいていて分かりやすいとし



た教科書を， 生徒は自分達で考えながら勉強でき

るとしており， また， 教師が実生活に基づいて楽

しいとした教科書を， 生徒は楽しくて分かりやす

いとしている。 教師にとって， 分かりやすい， 実

生活に基づいているということは， 生徒にとって

は， 自分で勉強を進めていくことができるという

ことなのであるう。 使ってみたい教科書では， イ

ラストが豊富で実際的場面が中 心の教科書を， 中

高の生徒は庄倒的に支持し， 中学校の教師はやや

評価するが， 高校の教師は評価しない。

(3) 教科書改善に対する意識

小・中 ・高の教師が， 教科書に対して改善の必

要性をどの程度感じているかを知るために， 次の

ような質問を行った。

[質問17]
①強く感じている ②どちらかというと感じている
③あまり感じていない ④全く感じていない

教科書改善の必要性については，

強く感じている (小17%， 中2 6%， 高17%)

どちらかというt感じている(小52%， 中5 4%， 高5 5 %)

であり， いずれの学校段階の教師も2 0%近くが，

教科書改善の必要性を強く感じており， どちらか

というと感じているを含めると70�80%になり，

教科書改善の必要性を感じている教師の割合はか

なり高い。

なお， 若干であるが， 中学校の教師は他の学校

段階の教師に比べ， より強くその必要性を感じて

いる傾向が見られる。

4幽 教科書の機能

(1) 教科書の教蕎的機能

1)教師の考え

(長崎築三)

IJ、・ 中 ・高の教師が， 児童 ・生徒に対する教科

書の教育的機能をどのように考えているかを知る

ために， 次のような質問を行った。 図II-1-4-9，

図II-1-4-10 は， それぞれ各聞いに対する肯定的
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判断( Iその通りjと「だいたいその通り」 の和:

以下関様)及び否定的判断 ( I違う」 と「ちょっ

と違う」 の和:以下同様) の様子を示したもので

ある。

[質問11J

①数学の理論を学習するのによい。
②社会生活に必要な知識・技能を身につけるのによい。
③自分なりの数学を作っていくのによい。
④数学を作っていくことのよさを身につけるのによい。
⑤数学的な考え方のよさを理解するのによい。
⑥論理的な考え方を身につけるのによい。
⑦将来に必要な基礎・基本を身につけるのによい 。
③算数・数学による話し合いや議論の能力を身につける

のによい。

⑨自学自習の習慣を身につけるのによい。
⑮算数・数学への興味・関心を高めるのによい。
⑪創造性を身につけるのによい。
⑬文化遺産としての数学を理解するのによい 。

まず， 小 ・中 ・高の教師に共通していたのは，

肯定的な評価として，

⑦「将来に必要な基礎 ・基本を身につけるJ

( 肯定的:小 69%， 中 60%， 高 5 0%)

否定的な評価として，

③「自分なりの数学を作っていくj

( 否定的:小 47%， 中 55 %， 高 46<Jも)

④「数学を作っていくよさを身につけるj

( 否定的:小 40%， 中 5 1%， 高 44%)

⑧「話し合いや議論の能力を身につけるJ

( 否定的:小 40%， 中 53%， 高 45弘)

⑪「創造性を身につける」

( 否定的:小 5 0%， 中 5 4%， 高 41%)

といった機能についての評価であった。

次に， IJ、・ 中 ・高の教師で違いがみられたのは，

小の教師で高く， 中・高の教師で低かったのが，

②「社会生活に必要な知識 ・技能を身につけるJ

( 肯定的:小 41%， 中 23%， 高 11 払)

逆に， 小の教師で低く， 中 ・高の教師で比較的高

かったのが，

⑥「論理的な考え方を身につけるJ

( 肯定的:小 33 払， 中 41%， 43%) 

といった機能についての評価で、あった。


